
気候変動から気候危機へ
どうしてガーディアンは環境用語を変えるのか

Source: The Guardian, 2018





大幅な超過排出を回避する3シナリオでは、2030年に電力の５～６割を自然エネに
Source：IPCC ”The Summary for Policymakers of the Special  

Report on Global Warming of 1.5°C (SR15)” （2018年10月）

エネルギー転換：「1.5℃特別報告書」

IPCCの特別報告書は、1.5℃目標を達成するシナリオとして、2030年の時点で世界の電力の48％から60％を自然エネル
ギーで供給することを想定している。世界では既にこのレベルに挑む野心的な目標を定める国や地域も登場してきている。
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国・地域 自然エルギー電力目標 (2050はシミュレーション)  
             2020-2030　　　　　          2050

中期の削減目標 
 (1990年比)

2050の削減目標 
 (1990年比) 石炭数値

ドイツ 2030年までに65% 
2018年の閣内合意 少なくとも80% 2035年に55％削減 少なくとも80-95％削減 2038年ゼロ

英国 2020年までに30％ 2032年に57%削減 少なくとも80%削減 2025年ゼロ

フランス 2030年までに40% 2030年に40%削減 75％削減 2022年ゼロ

スペイン 2030年に74％ 100% 2030年に20％削減 100%削減 2030年ゼロ

EU
2030に55-60% 

（最終エネルギー消費の
32%）

少なくとも80-97% 2030年に40%削減 80-95%削減

米国 加州　2030年に50% 
ハワイ　2040年に70%

加州・ハワイ 
2045年に100% 

国として 
26-28%
(2005比)

国として 
少なくとも80％削減 
（2005比）

国予測 
10-33% 
火力全体で

日本 2030年に22-24%
18%削減/25.4%削

減 
(90比/05比)

少なくとも80%削減 
（基準年不明）

2030年26% 
火力全体で55％

source: REI from each countries policies

エネルギー転換：各国の目標
各国の2030年・2050年目標：世界では、2030年および2050年の温室効果ガス削減目標を実現すべく、
自然エネ導入を加速し、今後のさらなる導入を見据えた高い目標値を設定。『2030年には電力の40％以上
を自然エネルギーで供給』が先進国標準になっている。



エネルギー転換：変動型自然エネルギー
2050年：風力は最も大きな発電資源となり、必要な発電電力量の1/3以上を供給する
太陽光はその次に大きな発電資源となる。

発電電力量 合計導入発電容量

石炭

石油

天然ガス

原子力

水力

バイオエナジー

太陽光

CSP

風力（陸上・洋上）

地熱

その他（含 海洋）

REmapケース REmapケース

86%
RE

source: IRENA 2019a, Future of Wind



エネルギー転換：洋上風力
世界の洋上風力の平均設備利用率

平均設備利用率は、世界各地で利用可能な風力資源量の質をあらわす

• source: IEA 2019, Offshore Wind Outlook



2040年の予測電力需要（IEA, Stated Policy Senario）と洋
上風力の技術的賦存量の比較

source: IEA 2019, Offshore Wind Outlook

技術的な賦存量にもとづけば、ほとんどの地域が、国内で必要な電力需要以上の、あるは同じくらいの
電力を洋上風力で賄うことができる。

エネルギー転換：洋上風力



各電力エリアの一時間値における
自然エネルギー最大割合及びその時刻
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エネルギー転換：日本でも起きている

Source: 「アジア国際送電網研究会 第三次報告書」 自然エネルギー財団、2019



エネルギー転換：日本でも起きている

9 出典：「日本の太陽光発電の発電コストー現状と将来推計」自然エネルギー財団（2019）



エネルギー転換：効率的広域送電網利用

Source: ENTSO-e, Statistical Factsheet 201710



エネルギー転換：日本でも実現できる

Source: Peter Jørgensen, Vice President, Energinet Denmark at REvision2019 Conference by Renewable Energy Institute



エネルギー転換：日本でも実現できる



エネルギー転換：日本でも実現できる

Source: 自然エネルギー財団（2018，2019）


